
①カフェスペース
　道路に面したスペースは、ゲストハウス利用者の受付としつつ、日中はカ
フェとして地域の皆さんが集える場所に。
②キッチンダイニングスペース
　キッチンダイニングスペースは、もともとの建物の障子や欄間の部材を使
用し、古民家とゲストハウスが融合した空間となっています。ゲストハウス
宿泊者に食事を提供する場としながら、カフェスペースと一体としてワーク
ショップなどができるよう場所貸しも行う予定です。
③和室
　和室は1室貸しで3人まで宿泊可能。天井が高く開放的。
④ドミトリー
　ドミトリーは1室に8人分の別途スペースを確保。既製品のベッドではなく、
ベッドを建て込み。携帯電話などを充電できるよう個別にコンセントを設置。
⑤廊下
　従来の天井を残し、趣のある縁側のような廊下。

【問い合わせ先】
一般社団法人涌谷まちづくり推進機構　☎25-3750

①④

⑤
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未来につなぐ魅力ある涌谷町へ
令和２年度一般会計予算

　70億9,431万円
　令和2年度の当初予算が決まりました。
　当町は、平成31年1月30日に『財政非常事態宣言』を発令しているところですが、今年度は涌谷町財政再建計
画のもと、経費の削減と税収入等の向上による自主財源の確保に重点を置き、将来にわたって継続可能な町政運
営を確立していくとともに、福祉の充実と地域の活性化により、子どもから老人まで誰もが安心して暮らせるま
ちづくりを目指します。
【予算概要】
　昨年度と比べると4億2,971万7千円（6.4%）増となりました。
　増加の要因としては、黄金山工業団地の造成に係る借入金の返済（3億7,342万円）、廃棄物処理施設建設に係る
大崎地域広域行政事務組合への負担金（2億4,173万1千円）、公営企業への負担金の増などによるものです。
　財政再建を実現するため、事業の見直しなどを行いましたが、1億5,399万6千円の財源不足となり、基金（貯金）
を取り崩すこととしました。

　各特別会計・企業会計予算

会計名 金額 会計名 金額 会計名 金額
国民健康保険
特別会計 19億5,325万3千円 後期高齢者医療

保険特別会計 1億7,286万8千円 介護保険
特別会計 18億2,994万円

特別会計

企業会計

会計名・区分 金額 会計名・区分 金額
収入 支出 収入 支出

水道事業会計 収益的 4億2,814万8千円 4億836万円 下水道事業
会計

収益的 4億8,439万7千円 4億8,439万7千円
資本的 3,195万1千円 1億4,211万7千円 資本的 2億8,404万円 4億1,821万円

国民健康保険病院
事業会計

収益的 21億3,380万7千円 21億3,193万3千円 老人保健施設
事業会計

収益的 5億2,108万2千円 5億3,248万1千円
資本的 9,132万1千円 9,194万6千円 資本的 2,987万7千円 3,008万1千円

訪問看護ステー
ション事業会計

収益的 6,411万4千円 6,263万9千円
資本的 — 995万9千円

自主財源
2,343,001
33％

町税
1,498,538
21％

その他
844,463
12％

地方譲与税
・交付金
511,041
7％

地方交付税
2,869,391
41％

依存財源
4,751,309
67％

国・県支出金
1,056,477
15％

地方債
314,400
4％

その他の経費
734,624
10％

経常経費
6,129,820
87％

投資的経費
229,866
3％

人件費
1,428,348
20％

公債費
973,224
14％

扶助費
896,118
13％

物件費
925,488
13％

補助費
1,877,629
26％

維持補修費
29,013
1％

普通建設事業費
229,866
3％

繰出金
467,398
6％

その他
267,226
4％

歳入 歳出

広 報 わ く や 令和2年4月1日発行 ― 10 ―



主な事業�（一般会計）
各事業費については万円未満を切り捨てて掲載しています。

新規事業 拡充事業 継続事業継続 

生涯学習課
　　生涯学習促進事業� �23万円

各年代に応じた知識などを養成し、社会参加、生きがいづくり等
の推進を図ります。
　　文化財保護・活用事業�� 646万円

歴史遺産や文化財などの保護と活用を行い、交流人口の創出や地
域の活性化を図ります。日本遺産に認定されたことを生かし、国
内外に金の歴史文化をPRしていきます。
　　生涯スポーツ推進�� 99万円

スポーツ振興事業を推進し、スポーツを通して健康増進など明
るく活力に富む地域づくりを目指します。

継続 

継続 

継続 

健康課
　　地域医療対策事業�� 3,622万円

関係団体と連携し地域医療を確保します。大崎・石巻両圏域での
救急体制の充実を図ります。
　　子育て世代包括支援センター整備事業� 332万円

妊産婦や子育て世代の健康に関する相談体制を整備し、子どもを
生み育てやすい環境づくりを推進します。
　　予防接種事業� �3,724万円

令和元年度から始まった風しんに対する追加対策を継続し、各種
ワクチンで予防できる感染症の発症や重症化の予防を目指しま
す。

継続 

まちづくり推進課
　　わくや新生活応援事業� 400万円

住宅を取得した移住世帯に対し支援を行い、移住・定住を促進し、
人口減少の抑制を図ります。
　　企業誘致事業�� 331万円

町内における雇用の創出、地域経済の活性化のため、積極的に企
業訪問を行うなど、企業誘致を目指します。

継続 

継続 

教育総務課
　　わくや子どもの心のケアハウス事業� 477万円

小中学生が抱える心の問題に対応し、不登校など諸問題の改善を
目指します。
小　学校照明器具省エネ改修事業�� 337万円

県補助金を活用し、小学校校舎の照明器具をLED照明に改修す
ることで、学校施設の省エネ化を図ります。

継続 

継続 

総務課
　　交通安全対策事業�� 1,110万円

交通安全指導隊や関係機関と連携し、交通事故抑止を図り、安全
安心なまちづくりを目指します。
　　防犯事業�� 1,112万円

関係機関や皆さんと一緒に、安全安心なまちづくりを目指します。
　　消防・防災事業�� 2億5,469万円

関係機関との連携を強化し、災害に備えるとともに、深刻な被害
が生じないまちを目指します。

継続 

継続 

継続 

企画財政課
　　情報発信事業� �329万円

ホームページや広報などを活用した情報発信を強化し、涌谷町の
活動などをアピールします。
　　国勢調査�� 639万円

各種行政施策などの基礎資料を得ることを目的に、国内の人口・
世帯の実態を把握するため調査を実施します。
　　地域おこし協力隊事業�� 2,099万円

都市住民を協力隊に委嘱し、柔軟な発想による地域おこしを推進
します。

継続 

福祉課
　　地域福祉計画等策定事業� �300万円

地域福祉推進に関するアンケートを実施します。町民の意向、
ニーズを把握し、次期計画策定に活用していきます。
　　利用者支援事業� �1,008万円

子育て家庭への情報提供などの支援を行うとともに、関係機関との
連携を強化し、サービスの向上を図ります。
　　放課後児童健全育成事業�� 4,281万円

留守家庭児童の生活と遊び場を確保し、子どもの健全育成を推進
します。令和2年度から新児童クラブを開設し、保育対象を6年
生まで拡大するとともに、運営を民間委託することにより専門性
の向上と効率化を図ります。

継続 

町民生活課
　　放射能汚染廃棄物対策経費� �1,533万円

福島原発事故により発生した汚染稲わらなどの処分（焼却処理）
を、細心の注意を払い実施します。

農林振興課
　　地域ブランド米創出事業�� 234万円

銘柄米「金のいぶき」に対し、涌谷ブランド化を図り、高付加価
値米を創出する取り組みを推進します。
　　県営ほ場整備関連事業� �1億296万円

生産基盤のほ場を整備し、農家経営の効率化等を図り、所得向上を
目指します。
　　森林経営管理制度事業�� 237万円

森林環境譲与税を活用し、民有林の所有者にアンケートを行い、
町内の山林の状況把握に努めます。

継続 

継続 

建設課
　　木造住宅耐震改修等助成事業� �275万円

木造住宅の耐震改修や倒壊の危険性が高いブロック塀の除却な
どにかかる費用を助成することで安全・安心なまちづくりを推進
します。
　　道路新設改良事業�� 1億5,120万円

計画的に町道の改良などを行います。今年度は大谷地線改良、橋
りょう補修などを実施し、適正な環境整備に努めます。

継続 

継続 

総務管理課
　　老人保健施設対策�� 3,306万円

介護サービスを提供する町立老人保健施設に対し負担金を支出
し、安定した介護サービスを提供していきます。
　　病院対策�� 3億8,000万円

地域包括ケアシステム確立に重要な位置付けとなる町立病院運
営に対し負担をすることにより、みなさん一人ひとりがかけがえ
のない人生を送ることを目指します。

継続 

継続 

全課共通事業：行財政改革
これまでの事業を見直しし、町民生活への影響を最小
限に抑えつつ、財政の健全化を推進してまいります。
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の
い
ず
れ
も
平
日

の
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
、
税

務
課
税
務
班
で
で
き
ま
す
。

《
縦
覧
》

　
土
地
や
家
屋
を
所
有
す
る
納
税

者
は
、
所
有
す
る
資
産
と
他
の
土

地
や
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
で
き

広 報 わ く や 令和2年4月1日発行 ― 12 ―



お知らせ イベント相談 募集

▼
運
動
期
間　
４
月
６
日（
月
）

　
　
　
　
　
～
４
月
15
日（
水
）

　
町
内
の
各
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
防
災
交
通
班

☎
43
ー
2
1
1
6

４
月
11
日（
土
）は

春
季
町
民
一
斉
清
掃
で
す

　

今
年
か
ら
春
の
一
斉
清
掃
は
、

土
砂
の
み
の
収
集
と
な
り
ま
す
。

　
各
地
域
の

排
水
路
・
側

溝
な
ど
の
清

掃
に
ご
協
力

を
お
願
い
し

ま
す
。　

清
掃
で
出
た
土
砂
は
、

土
の
う
袋
に
入
れ
て
道
路
沿
い
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
汚
れ
た

缶
・
瓶
は
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
と
し

て
、
汚
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
燃

や
せ
る
ゴ
ミ
と
し
て
燃
え
る
ゴ
ミ

袋
に
入
れ
、
指
定
日
に
集
積
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
４
月
11
日（
土
）

　
　
　
　
６
時
～
８
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
2
1
1
3

・
移
動
時
は
交
通
ル
ー
ル
順
守
！

・
長
時
間
の
作
業
や
夜
間
作
業
を

避
け
る
！

▼
運
動
期
間　
４
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　
～
６
月
30
日（
火
）

▼
対
象
者　
町
内
全
域
の
農
業
者

▼
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
振
興
課 

涌
谷
地
域
農
業
再
生
協
議
会（
Ｊ

Ａ
新
み
や
ぎ
涌
谷
営
農
セ
ン
タ
ー

内
）☎
43
ー
6
9
1
0

春
の
交
通
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す

　
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
っ
た

新
入
学
児
童
が
、
交

通
社
会
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。
自

転
車
に
乗
り
慣
れ
な
い
生
徒
も
自

転
車
通
学
を
始
め
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
今
ま
で
以
上

に
安
全
運
転
と
思
い
や
り
運
転
を

し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
保
護
者

は
子
ど
も
の
安
全
の
た
め
通
学
路

を
一
緒
に
歩
い
た
り
、
自
転
車
に

ふ
ら
つ
か
ず
乗
れ
る
か
な
ど
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

《
春
の
交
通
安
全
運
動
重
点
目
標
》

①
子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

の
安
全
の
確
保

②
高
齢
運
転
者
な
ど
の
安
全
運
転

の
励
行

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

台
所
の
油
汚
れ
。
通
常
の
使
用
を

超
え
る
使
用
な
ど
で
生
じ
た
も
の

（「『
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』に
つ
い
て
」

（
国
土
交
通
省
）資
料
よ
り
）

《
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
》

　
契
約
書
を
よ
く
確
認
し
、
退
去

時
の
原
状
回
復
の
負
担
を
理
解
し

ま
し
ょ
う
。
退
去
時
は
も
ち
ろ
ん

入
居
時
に
も
、
賃
貸
人
・
賃
借
人

が
双
方
立
ち
会
い
、
部
屋
の
現
状

を
確
認
し
、
日
付
入
り
で
写
真
に

撮
り
、
記
録
を
残
し
ま
し
ょ
う
。

費
用
負
担
に
つ
い
て
し
っ
か
り
内 

訳
の
説
明
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日
の
９
時

か
ら
17
時
ま
で
消
費
生
活
相
談
員

が
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

出
張
で
不
在
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
2
1
1
3

春
の
農
作
業
安
全
確
認

運
動
の
お
知
ら
せ

　
春
の
農
繁
期
に
あ
た
り
、
農
作

業
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
次

の
こ
と
に
注
意
し
、
安
全
な
農
作

業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
農
作
業
に
適
し
た
服
装
で
！

・
機
械
の
点
検
時
に
は
エ
ン
ジ
ン

を
停
止
し
、
安
全
を
確
認
！

資
産
の
課
税
台
帳
）

▼
手
数
料　

１
件
3
0
0
円（
た

だ
し
、
４
月
１
日（
水
）～
６
月
１

日（
月
）は
無
料
）

▼
持
参
物　
納
税
者
と
確
認
で
き

る
書
類（
運
転
免
許
証
、
納
税
通

知
書
な
ど
）、
借
地
・
借
家
人
は
、

賃
貸
借
契
約
書
な
ど
と
本
人
と
確

認
で
き
る
書
類（
運
転
免
許
書
な

ど
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
税
務
班

☎
43
ー
2
1
1
4

賃
貸
ア
パ
ー
ト
の

原
状
回
復
ト
ラ
ブ
ル
に

注
意
！

　
春
先
は
、
進
学
や
就
職
、
転
勤

な
ど
で
賃
貸
ア
パ
ー
ト
や
賃
貸
住

宅
を
借
り
る
賃
貸
借
契
約
や
退
去

が
多
い
季
節
で
す
。
賃
貸
住
宅
や

ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る
際
に
「
原

状
回
復
費
用
」
に
関
す
る
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
原
状
回
復
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
》

▼
貸
主
の
負
担（
通
常
損
耗
）　
畳

の
表
換
え
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の

ワ
ッ
ク
ス
が
け
、
日
焼
け
に
よ
る

退
色
、
家
具
の
設
置
跡
、
通
常
の

使
用
に
よ
り
傷
ん
だ
も
の

▼
借
主
の
負
担（
借
主
の
不
注
意

で
生
じ
た
損
耗
）　
落
書
き
、
釘

穴
・
ね
じ
穴
、
ペ
ッ
ト
に
よ
る
傷
、

ま
す
。

　
た
だ
し
、
土
地
の
み
の
所
有
者

は
土
地
の
み
、
家
屋
の
み
の
所
有

者
は
家
屋
の
み
縦
覧
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間　
４
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　
～
６
月
１
日（
月
）

▼
縦
覧
で
き
る
人　
本
町
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者（
納
税
者
と
同

一
世
帯
の
親
族
も
縦
覧
可
）、
納

税
者
の
委
任
を
受
け
た
人（
委
任

状
が
必
要
）、
納
税
管
理
人

▼
縦
覧
内
容

▽
土
地
：
所
在
地
、
地
目
、
地
積
、

評
価
額

▽
家
屋
：
所
在
地
、
種
類（
用
途
）、

構
造
、
床
面
積
、
建
築
年
、
評
価

額▼
手
数
料　
無
料

▼
持
参
物　
納
税
者
と
確
認
で
き

る
書
類（
運
転
免
許
証
、
納
税
通

知
書
な
ど
）

《
閲
覧
》

　
自
分
の
所
有
す
る
固
定
資
産
の

内
容
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
閲
覧
期
間　
１
年
中
随
時

▼
閲
覧
で
き
る
人 

本
町
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者（
納
税
者
と
同

一
世
帯
の
親
族
も
縦
覧
可
）、
納

税
者
の
委
任
を
受
け
た
人（
委
任

状
が
必
要
）、
借
地
・
借
家
人

▼
閲
覧
内
容　
所
有
資
産
の
課
税

台
帳（
借
地
、
借
家
人
は
賃
貸
借

契
約
な
ど
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
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ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
古
川
電
力
セ

ン
タ
ー

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　
（
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

▽
停
電
・
緊
急
時

☎
0
1
2
0
ー
1
7
5
ー
3
6
6

▽
電
気
設
備

☎
0
1
2
0
ー
1
7
5
ー
3
7
7

涌
谷
町
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
町
内
の
畜
産
農
家
の
牛
ふ
ん
を

熟
成
さ
せ
た
安
全
安
心
な
た
い
肥

を
販
売
し
て
い
ま
す
。
配
送
も
し

ま
す
。

▼
販
売
料
金  

１
ト
ン
１
２
５
０
円

　
配
送
料　

   

町
内
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

   

町
外
１
５
０
０
円

     

直
売
軽
ト
ラ
１
台 

５
０
０
円

▼
販
売
日  

毎
月
第
１
・
第
３
火

曜
日

▼
場
所　
涌
谷
町
土
づ
く
り
セ
ン

タ
ー

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

農
林
振
興
課
農
林
振
興
班

☎
25
ー
8
5
1
1

若
年
性
認
知
症
ご
本
人
と

ご
家
族
様
交
流
会

「
せ
せ
ら
ぎ
の
会
」

　
せ
せ
ら
ぎ
の
会
は
、
若
年
性
認

知
症（
65
歳
未
満
で
発
症
）の
本
人

と
そ
の
家
族
が
つ
ど
い
、
情
報
交

換
や
交
流
を
す
る
場
で
す
。
２
ヵ

月
に
１
回
、
定
期
的
に
大
崎
合
同

庁
舎
な
ど
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　
４
月
23
日（
木
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

▼
対
象　
若
年
性
認
知
症（
65
歳

未
満
で
発
症
）の
本
人
と
そ
の
家

族▼
内
容　
家
族
同
士
で
自
由
に
お

話
し
し
た
り
、
県
や
市
町
の
保
健

師
や
若
年
性
認
知
症
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
も
相
談
で
き
ま
す
。

▼
申
込
方
法　
開
催
３
日
前
ま
で

に
左
記
の
い
ず
れ
か
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
先

宮
城
県
北
部
保
険
福
祉
事
務
所

☎
0
2
2
9
ー
91
ー
0
7
1
3

大
崎
市
高
齢
介
護
課

☎
0
2
2
9
ー
23
ー
6
0
8
5

栗
原
市
介
護
福
祉
課

☎
0
2
2
8
ー
22
ー
1
3
5
0

金
融
機
関
か
ら
の
資
金
調

達
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
信
用
保
証
協
会
は
、中
小
企
業・

小
規
模
事
業
者
や
こ
れ
か
ら
事
業

を
始
め
る
皆
さ
ま
が
、
金
融
機
関

か
ら
事
業
に
必
要
な
お
金
を
借
り

る
と
き
、
そ
の
保
証
人
と
な
っ
て
、

お
金
が
借
り
や
す
く
な
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
す
る
公
的
機
関
で
す
。

　
資
金
調
達
の
サ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
、

創
業
・
経
営
支
援
な
ど
の
取
り
組

み
も
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
を
営
ん
で
い
る
人

▼
問
い
合
わ
せ
先　
宮
城
県
信
用

保
証
協
会
大
崎
支
店

☎
22
ー
0
7
2
2

ま
ち
か
ど
保
健
室
で

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
つ
い
て

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
４
月
か
ら
毎
週
日
曜
日
だ
っ
た

開
設
日
を
第
２・
４
日
曜
日
の
月

２
回
に
変
更
し
ま
す
。

　
５
月
以
降
の
奇
数
月
第
２
日
曜

日
に
は
、「
性
に
つ
い
て
～
子
ど

も
の
疑
問
・
親
の
心
配
」
を
テ
ー

マ
に
、
性
に
つ
い
て
来
室
さ
れ
た

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
企
画
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
月
の
開
設
日
は
減
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
通
り「
憩
い
の
居
場
所
」

と
し
て
、
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち
か
ど
保

健
室（
田
町
裏
70
ー
１
）　

鈴
木
由
美

☎
0
9
0
ー
2
9
8
5
ー
4
0
5
1

城
山
の
金
さ
ん
の
は
と
麦
茶

今
年
は
４
月
上
旬
に

販
売
開
始
予
定

　

今
年
も
「
城

山
の
金
さ
ん
の

は
と
麦
茶
」
が

４
月
上
旬
か
ら

涌
谷
町
内
の
小

売
店
を
中
心
に
、

販
売
し
ま
す
。
今
回
も
町
内
産
は

と
麦
1
0
0
％
使
用
で
、
ノ
ン
カ

フ
ェ
イ
ン
。
お
年
寄
り
か
ら
小
さ

な
お
子
さ
ん
ま
で
、
ノ
ン
カ
フ
ェ

イ
ン
で
安
心
し
て
飲
め
る
と
好
評

で
す
。
ま
た
、「
24
本
入
り
１
ケ
ー

ス
」
が
親
せ
き
や
知
人
へ
の
贈
り

物
に
ち
ょ
う
ど
良
い
と
、
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
も

「
城
山
の
金
さ
ん
の
は
と
麦
茶
」

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人
涌
谷
ま
ち
づ
く
り

推
進
機
構　
☎
25
ー
3
7
5
0

東
北
電
力
株
式
会
社
の

送
配
電
部
門
の
分
社
化

　
２
０
２
０
年
４
月
、
法
律
の
改

正
に
伴
い
、「
東
北
電
力
株
式
会

社
」
の
も
と
、
送
配
電
部
門
が

「
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式

会
社
」
と
し
て
分
社
し
ま
し
た
。

▼
最
寄
事
業
所　
東
北
電
力
ネ
ッ

下
水
道
・
農
集
排
お
よ
び

浄
化
槽
設
置
の
補
助
金
制

度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
生
活
環
境
の
向
上
と
公
共
用
水

域
の
保
全
を
目
的
に
、下
水
道（
農

集
排
）へ
の
接
続
、
浄
化
槽
設
置

の
推
進
の
た
め
、
工
事
へ
の
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
各
補
助

金
と
も
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
補
助
金
と
も
交
付
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
宅
内
排
水
設
備
設
置
工
事
費
補

助
金（
公
共
下
水
道
・
農
集
排
）》

▼
交
付
額　
１
ｍ
あ
た
り
２
千
円

　
　
　
　
　
上
限
10
万
円

《
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助
金
》

▼
交
付
額　
５
人
槽
33
万
２
千
円

　
　
　
　
　
７
人
槽
41
万
４
千
円

▼
注
意
事
項　
工
事
着
手
後
で
は

補
助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

《
水
洗
便
所
等
改
造
資
金
融
資
利

子
補
助
金
》

　
今
年
度
か
ら
新
規
の
融
資
あ
っ

せ
ん
は
行
い
ま
せ
ん
。
既
に
利
用

さ
れ
て
い
る
融
資
対
象
者
に
対
す

る
利
息
分
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

同
様
町
が
負
担
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課
下
水
道
藩

☎
43
ー
2
1
3
1
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す
。
さ
ら
に
今
年
の
朝
市
で
は
、

12
月
ま
で
の
第
１
日
曜
日
に
買
物

券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
配
布
し
ま
す
。

　
日
曜
の
朝
は
、
農
産
品
・
魚
介

類
・
食
品
・
生
花
な
ど
多
数
ご
用

意
し
た
「
涌
谷
の
朝
市
」
へ
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
４
月
５
日（
日
）６
時

　
　
　
　
（
花
火
の
合
図
で
開
催
）

　
以
降
、
毎
週
日
曜
日
に
６
時
か

ら
開
催
し
ま
す
。

▼
場
所　
遠
田
商
工
会
涌
谷
事
業

所
前
く
が
ね
創
庫
ふ
れ
あ
い
広
場

▼
出
店
者　
随
時
募
集

▼
問
い
合
わ
せ
先　
涌
谷
町
朝
市

会
事
務
局 

☎
43
ー
3
9
4
9

（
見
込
含
）で
20
歳
以
上
30
歳
未
満

（
薬
剤
科
は
28
歳
未
満
）

▼
受
付
期
間　
３
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
５
月
１
日（
金
）

▼
試
験
日　
　
５
月
９
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
10
日（
日
）

歯
科
・
薬
剤
科
は
５
月
９
日（
土
）

《
医
科
・
歯
科
幹
部
》

▼
応
募
資
格 

医
師
・
歯
科
医
師

の
免
許
取
得
者

▼
受
付
期
間　
２
月
１
日（
土
）

　
　
　
　
　
～
４
月
17
日（
金
）

▼
試
験
日　
　
５
月
８
日（
金
）

《
予
備
自
衛
官
補（
一
般・技
能
）》

▼
応
募
資
格

▽
一
般　
18
歳
以
上
34
歳
未
満

▽
技
能　
18
歳
以
上
で
国
家
免
許

資
格
な
ど
を
有
す
る
者（
資
格
に

よ
る
年
齢
上
限
が
あ
り
ま
す
）

▼
受
付
期
間　
１
月
６
日（
月
）

　
　
　
　
　
～
４
月
10
日（
金
）

▼
試
験
日　
　
４
月
18
日（
土
）

　
　
　
　
　
～
４
月
22
日（
水
）

　
い
ず
れ
か
指
定
の
１
日

▼
問
い
合
わ
せ
先　
自
衛
隊
宮
城

地
方
協
力
本
部
石
巻
地
域
事
務
所

☎
0
2
2
5
ー
83
ー
6
7
8
9

日
曜
日
の
恒
例

朝
市
が
始
ま
り
ま
す

　
初
回
は
朝
市
会
場
で
使
え
る
買

物
券
を
６
時
30
分
か
ら
配
布
し
ま

班
に
電
話
で
申
込
の
上
、
来
所
し

て
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
回
答

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
後

日
ご
連
絡
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
包
括
支
援
班

☎
43
ー
５
１
１
１

（
内
線
５
２
４・５
５
４
）

自
衛
官
を
募
集

《
自
衛
官
候
補
生
》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

▼
受
付
期
間　
年
間
を
通
じ
て
受
付

《
一
般
曹
候
補
生
》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

▼
受
付
期
間　
３
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
５
月
15
日（
金
）

▼
試
験
日

　
一
次
試
験　
５
月
23
日（
土
）

《
幹
部
候
補
生（
一
般
・
歯
科
・

薬
剤
科
）》

▼
応
募
資
格

▽
一
般
・
大
卒
程
度　
22
歳
以
上

26
歳
未
満（
20
歳
以
上
22
歳
未
満

の
者
は
大
卒（
見
込
含
）、
修
士
課

程
修
了
者
な
ど（
見
込
含
）は
28
歳

未
満
）

▽
一
般
・
院
卒
程
度　
20
歳
以
上

28
歳
未
満
で
修
士
課
程
修
了
者
な

ど（
見
込
含
）

▽
歯
科
・
薬
剤
科 

専
門
の
大
卒

し
て
初
回
に
千
円
を
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
体
育
館
に
は
体
育
館

入
口
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先　
涌
谷
高
等
学
校

☎
42
ー
3
3
3
1

か
る
が
～
る
プ
ラ
ザ
・

ホ
ッ
プ（
入
門
編
）１
期
生

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
一
般
介
護
予
防
事
業
で
、
生
活

機
能
や
心
身
機
能
の
低
下
を
早
期

に
発
見
し
、
要
介
護
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
リ
ハ
ビ

リ
の
専
門
職
が
運
動
指
導
し
ま
す
。

　

涌
谷
町
国
保
病
院
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
室
の
専
門
職
が
、
退

院
後
の
体
力
に
不
安
が
あ
る
、
最

近
転
び
や
す
く
な
っ
た
、
筋
力
が

低
下
し
た
、
運
動
を
始
め
た
い
け

れ
ど
不
安
、
運
動
が
長
続
き
し
な

い
、
持
病
が
あ
る
が
運
動
し
た
い

と
い
う
皆
さ
ん
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
体
を
動
か
し
た
い
と
い
う
人

を
大
募
集
し
ま
す
。

▼
期
間　
５
月
８
日（
金
）

　
　
　
～
９
月
18
日（
金
）

毎
週
金
曜
日
開
催
・
全
20
回

▼
時
間　
各
回
10
時
15
分

　
　
　
～
11
時
45
分

▼
申
込
締
切　
４
月
10
日（
金
）

▼
場
所 

涌
谷
町
国
保
病
院
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

▼
申
込
方
法　
福
祉
課
包
括
支
援

涌
谷
高
等
学
校
で

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
教
室

新
体
操
教
室
を
開
講

　

涌
谷
高
等
学
校
で
、
創
立

1
0
0
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
と
新
体
操
の
教
室

を
開
講
し
ま
す
。

▼
募
集
競
技

《
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
》

　
「
走
る
・
跳
ぶ
・
投
げ
る
」
な

ど
の
基
本
的
な
動
き
を
ボ
ー
ル
で

遊
び
な
が
ら
体
験
し
ま
す
。
運
動

能
力
の
向
上
に
も
っ
て
こ
い
の
楽

し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
運
動
を
し
な
が
ら
、
基
本

的
な
動
き
が
身
に
つ
く
よ
う
に
指

導
し
ま
す
。

《
新
体
操
》

　
マ
ッ
ト
運
動
、
縄
と
び
、
と
び

箱
な
ど
で
楽
し
く
活
動
し
な
が
ら

体
を
器
用
に
動
か
し
た
り
、
身
体

を
や
わ
ら
か
く
す
る
運
動
を
し
ま

す
。
目
標
は
、
バ
ッ
ク
転
で
す
。

▼
開
催
日　
４
月
16
日（
木
）か
ら

毎
週
木
曜
日（
17
時
30
分
～
19
時
）

▼
場
所　
涌
谷
高
等
学
校
体
育
館

▼
対
象　
遠
田
郡
内
の
小
学
生
と

中
学
生（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
男
女

を
問
い
ま
せ
ん
。
新
体
操
は
男
子

を
募
集
し
ま
す
）

▼
申
込
方
法　
来
校
時
に
参
加
申

込
書
を
配
布
し
ま
す
。

▼
そ
の
他　
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
と

わくやふれあい農園利用者募集
「野菜づくりを楽しみながら健康維持」
〇場所：わくや天平の湯駐車場隣り
〇農具・堆肥等常備
〇利用・申込み等、詳しくはお問い合わせください。
事務局 ☎０９０－１３７０－９０６２
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令和２年わくや桜まつりを中止します

　当町の「わくや桜まつり」には格別なるご高配を賜り心から厚くお礼申し上げます。
　さて、4月6日（月曜日）から29日（水曜日）に開催を予定しておりました「わくや桜まつり」は新
型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、来場者および関係者の皆様の健康を最優先に考慮
した結果、「わくや桜まつり」にかかわるすべてのイベントを中止とさせていただくことになり
ました。
　それに伴い、各種出店、夜桜ライトアップ、第70回東北輓馬競技大会、フリーマーケット、100円・
500円商店街、互市、鯉のつかみ取りこども大会などの催しは行いません。開催を心待ちにして
くださった皆様にはご迷惑をおかけしますが、何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。
　なお、桜開花期間中の臨時駐車場として江合川河川敷を開放する予定です。

涌谷町観光物産協会会長　岩渕　幹夫
涌谷町長　　　　　　　　遠藤　釈雄

伊達安芸宗重公350年祭記念事業について

インスタグラムで2020年の涌谷町のお花見気分の発信にご協力ください

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、記念事業については下記の通りです。

　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、桜まつりが中止となり、涌谷町に訪れ
ることができなくなった人たちのために、世界の皆さんに、涌谷町でのお花見気分を
味わってもらえるよう、インスタグラムを使って涌谷町の桜の写真を投稿しませんか？

▼テーマ　　涌谷の桜が写っている写真

▼投稿方法　「#涌谷のさくら2020」を付けてご自身のアカウントで投稿してください。

▼注意事項　投稿写真に含まれる人物に承諾を得た上で投稿してください。また、他
人の著作権を侵害しないようご注意ください。投稿によって生じた一切の責任と費用
負担は投稿者が負うものとします。

▼桜まつりなどにかかわる問い合わせ先　まちづくり推進課商工観光班　☎43-2119

日　程 内　　　容 場　所 実施対応について
4月01日（水） 伊達家ゆかりの品特別展（～5月6日） 史料館 中止

4月19日（日） 箟岳山箟峯寺開山1250年特別御開帳（～26日）
開扉法要 新梵鐘披露法要 箟峯寺 御開帳延期

法要は寺関係者のみで実施
4月26日（日） 涌谷神社例大祭前夜祭 涌谷神社 神社関係者のみで実施
4月27日（月） 涌谷神社例大祭 涌谷神社 神社関係者のみで実施
4月29日（水） 神輿渡御 町内～神社 中止
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